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１．空港土木施設管理の標準業務プロセス
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２．点検の種類

点検 空港土木施設の不良箇所の有無を調べることをいう。点検
とは

空港土木施設の不良箇所の有無を調べることをいう。
点検には、巡回点検、緊急点検、定期点検、詳細点検がある。

空港土木施設が正常に機能を果たしているか 主として目視に
巡回点検

空港土木施設が正常に機能を果たしているか、主として目視に
より定期的（短期スパン）に巡回して調べることをいう。

定期点検

空港土木施設の保全を図るために、定期的（長期スパン）に調
査測定を行うことをいう。

定期点検

巡回点検および緊急点検により異常箇所を発見した場合 その
詳細点検

巡回点検および緊急点検により異常箇所を発見した場合、その
部分の詳細な調査を行うことをいう。

緊急点検
地震、台風等の自然現象およびその他の理由による空港土木
施設の被害状況、機能保有状況を巡回点検の方法に準じて点
検することをいう検することをいう。
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３．巡回点検について

１ 舗装の巡回点検１．舗装の巡回点検
舗装の状況、標識の状況及び舗装表面の状況を調べる。
＜車両又は徒歩による目視観察＞

２．着陸帯の巡回点検
表面の状況、植生の状況を調べる。
＜車両又は徒歩による目視観察＞＜車両又は徒歩による目視観察＞

３．のり面の巡回点検
のり面の状況を調べる。
＜車両又は徒歩による目視観察＞

４．排水施設の巡回点検
排水構造物の破損及び土砂の堆積状況を調べる排水構造物の破損及び土砂の堆積状況を調べる。
＜車両又は徒歩による目視観察＞

５．構造物の巡回点検
構造物の状況、護岸の状況を調べる。
＜車両又は徒歩による目視観察＞
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巡回点検実施状況（回数等）巡回点検実施状況（回数等）

施設区分 点 検 項 目 標準点検頻度 備 考

滑 走 路
誘 導 路

舗装の状況（全域）
舗装の状況（特定の区域）
標識の状況

３回／年
９回／年
３回／年

巡回点検（Ⅰ）※

巡回点検（Ⅱ）※

誘 導 路
エ プ ロ ン

標識の状況
舗装表面の状況

３回／年
３回／年

着 陸 帯
表面の状況 ２回／年

着 陸 帯
表面の状況
植生の状況

回／年
２回／年

道 路 ・ 駐 車 場
舗装の状況
標識の状況

３回／年
３回／年

巡回点検（Ⅲ）※

道 路 ・ 駐 車 場 標識の状況
舗装表面の状況

３回／年
３回／年

空 港 用 地
のり面の状況
排水施設の状況

１回／年
１回／年空 港 用 地 排水施設の状況

護岸の状況
１回／年
１回／年

重 要 な 構 造 物 構造物の状況 １回／年重 要 な 構 造 物 構造物の状況 １回／年

その他構造物等 構造物の状況 １回／年

※巡回点検(Ⅰ)：徒歩による目視点検 巡回点検(Ⅱ)：車上からの目視点検 巡回点検(Ⅲ)：道路・駐車場舗装点検
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巡回点検の状況（例：基本施設舗装）

巡回点検（Ⅰ）状況 打音調査状況

ひび割れ注入状況 わだち掘れ計測状況
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空港舗装巡回等点検システム空港舗装巡回等点検システム

• 機器

モバイルパソコン・ DGPS

DGPS

– モバイルパソコン・ DGPS 
• 点検実施方法

異常箇所位置の把握

PC

– 異常箇所位置の把握

– 異常の形態・規模の入力
点検開始

– 異常形態に対する補修要否判定

– 点検記録簿の作成

点検開始

「点検情報」入力

現在位置取得点検記録簿の作成

異常箇所が
あるか？

現在位置取得
点検経路作図

NO路
面 補

あるか？

異常箇所の登録
ＧＰＳにて位置情報取得

YES

面
性
状
ユ
ニ
ッ
ト

修
要
否
判
定

舗装種別等状況
入力要否判定

NO

ト

点
検
記

定
シ
ス
テ
ム

終了

終了する？
YES

NO記
録
簿

PC画面
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空港舗装巡回等点検システム空港舗装巡回等点検システム

○システム導入前後の比較

導入前 導入後
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４．定期点検について

１．舗装の定期点検装
空港舗装の供用性に関わる路面の性状等を適切に評価できる項目を
選定し、実施する。＜ＰＲＩ、縦横断測量、摩擦係数測定＞

２ 着陸帯の定期点検２．着陸帯の定期点検
着陸帯の縦横断勾配が関基準に適合していることを確認するための
縦横断測量を適切に行う。＜縦横断測量、※沈下計測＞

３．のり面の定期点検
高盛土部の安全状態を評価するため、天端高の縦横断測量による
のり面の変位を測定する ＜縦横断測量＞のり面の変位を測定する。＜縦横断測量＞

４．排水施設の定期点検
排水施設の機能に関する事項（排水勾配の確認等）の点検を行う。機
＜管内カメラ測定＞

５．構造物の定期点検
コンクリ ト構造物 鋼構造物 護岸及びその他施設の返状や破損のコンクリート構造物、鋼構造物、護岸及びその他施設の返状や破損の
状況を適切に評価できる点検項目を選定し、実施する。
＜近接目視、打音、※非破壊検査、コア採取＞
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定期点検実施状況（回数等）

施設区分 標準点検頻度 備 考

定期点検実施状況（回数等）

施設区分 標準点検頻度 備 考

滑 走 路
誘 導 路

縦断勾配
横断勾配

１回／３年
１回／３年

測量調査

ＳＦＴ調査誘 導 路
湿潤時の摩擦係数の測定 １回／年

ＳＦＴ調査

（コンクリート舗装の場合）
ひび割れ １回／３年

路面性状調査

（ＰＲＩ）
滑 走 路
誘 導 路
エ プ ロ ン

ひび割れ
目地部破損
段差

１回／３年
１回／３年
１回／３年

（ＰＲＩ）

プ ン

（アスファルト舗装の場合）
ひび割れ
わだちぼれ測定

１回／３年
１回／３年

路面性状調査

（ＰＲＩ）
わだちぼれ測定
平たん性

回 年
１回／３年

着 陸 帯
縦断勾配
横断勾配

１回／３年
１回／３年

測量調査
横断勾配 １回／３年

重要な構造物
（橋梁、擁壁、各種
カルバ ト等のうち

打音、ひび割れ
１回／５年
１回／５年カルバート等のうち

重要なもの）

打音、ひび割れ
目地部破損、金属部材の腐食

１回／５年
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湿潤時の摩擦係数測定
◆ 測定方法

■ 滑走路摩擦抵抗調査／毎年実施■ 滑走路摩擦抵抗調査／毎年実施
・ ＳＦＴにより滑走路路面の湿潤時の摩擦係数を計測
・ 測定は滑走路センターから5.0,5.5,6.0mの3測線の往復とし、双方向の平均値を算出

◆ ＳＦＴ（サーフェイス・フリクション・テスター）
測定輪給水タンク

水を散水しながら一定の
水膜（湿潤状態）を作り測定

◆ ＳＦＴ測定条件（ICAO-Annex14,添付表より）
水膜（湿潤状態）を作り測定

項 目 規 格 備 考

測定速度 95 km/h 自動定速走行装置使用

路面状態 湿潤 自動散水装置使用

水膜厚さ 1.0 mm 112 Ｌ/min

測定タイヤ ｔｙｐｅ Ｂ

空気圧 210空気圧 210 kpa
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湿潤時の摩擦係数の規定値
◆ ＳＦＴ摩擦レベル評価指標（ICAO-Annex14,添付表より）

空港土木施設管理規程 は

湿潤時の摩擦係数の規定値

係数 μ=0.34 μ=0.47 μ=0.74

評価 最小摩擦レベル 保全計画レベル 新設目標レベル

・空港土木施設管理規程では、
μ=0.44以下の場合にゴム除去
等の措置の検討が必要

・摩擦レベルは100m平均で管理
（10m平均は参考値）

対処
湿潤時に滑りや
すい状態である
ことを通告

ゴム除去等の措
置の検討

◆ 測定範囲

（参考）ICAOにおいて上記係数の改定検討中

・測定の起点及び終点から200mの間は、SFTの加速及び減速区間であり、計測範囲外

０５側 ２３側

13



路面性状調査（ＰＲＩ）の測定機器路面性状調査（ＰＲＩ）の測定機器
◆ 路面性状測定車

レ ー ザ チ ュ ー ブ

ザ 振ザ キ ナ レ ー ザ 光 を発 振
冷 却 水 循 環 機

レ ー ザ チ ュ ー ブを 冷 却

レ ー ザ ス キ ャ ナ

レ ー ザ 光 を 走 査

レ ー ザ ビ ー ム

発 動 発 電 機

計 測 装 置 の

電 力 を 供 給受 像 部 （ わ だ ち 掘 れ ）

団 体 撮 像 素 子 を 用 い た

Ｔ Ｖ カ メ ラ
信 号 処 理 装 置

Ｃ滑走路―ユニット００８画像

受 光 部 （ ひ び わ れ ）

信 号 処 理 装 置

受 光 部 （ ひ び わ れ ）

微 弱 光 検 出 の た め

の 光 検 出 セ ン サ

わ だ ち 掘 れ

ひ び わ れ

平 坦 性

路 面 性 状 ３ 要 素

◆ 小型プロファイラ
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ＰＲＩ 調査の評価
◆ アスファルト舗装の路面の評価

ＰＲＩ 調査の評価

舗装区域
評 価

Ａ Ｂ Ｃ
ＰＲＩ 10 0 45 ＣＲ 0 0511 ＲＤ 0 655 ＳＶ

ひび割れ、わだち掘れ、平坦性の３項目の調査結果を用いて、次式により算出されるＰＲＩ（Pavement
Rehabilitation Index）に基づき評価する。

滑 走 路 ８.０以上 ３.８以上８.０未満 ３.８未満

誘 導 路 ６.９以上 ３.０以上６.９未満 ３.０未満

エ プ ロ ン ５ ９以上 ０以上５ ９未満 ０未満

ＰＲＩ＝10－0.45 ＣＲ－0.0511 ＲＤ－0.655 ＳＶ

ＰＲＩ ：舗装補修指数
ＣＲ ：ひび割れ率（％）

わだち掘れ（ ） エ プ ロ ン ５.９以上 ０以上５.９未満 ０未満

Ａ ： 補修の必要はなし
Ｂ ： 近いうちの補修が望ましい
Ｃ ： できるだけ早急に補修の必要がある

ＲＤ ：わだち掘れ（mm）
ＳＶ ：平坦性（mm）（縦断方向の凹凸の標準偏差）

Ｃ ： できるだけ早急に補修の必要がある

◆ コンクリート舗装の路面の評価

ひび割れ、目地部の破損、段差の３項目の調査結果を用いて、次式により算出されるＰＲＩ（Pavement
基づき評価する

舗装区域
評 価

Ａ Ｂ Ｃ

滑 走 路 ７.０以上 ３.７以上７.０未満 ３.７未満
ＰＲＩ＝10－0.290 ＣＲ－0.296 ＪＣ－0.535 ＳＶ

Rehabilitation Index）に基づき評価する。

滑 走 路 ７.０以上 ３.７以上７.０未満 ３.７未満

誘 導 路 ６.４以上 ２.３以上６.４未満 ２.３未満

エ プ ロ ン ５.７以上 ０以上５.７未満 ０未満

ＰＲＩ ：舗装補修指数
ＣＲ ：ひび割れ度（cm/m2）
ＪＣ ：目地部の破損率（％）

段差（最大値）（ ） Ａ ： 補修の必要はなし
Ｂ ： 近いうちの補修が望ましい
Ｃ ： できるだけ早急に補修の必要がある

ＳＶ ：段差（最大値）（mm）
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橋梁の点検橋梁の点検
◆ 橋梁点検調査 １回／５年

・近接目視による定期点検近接目視 る定期点検
・破損状況の把握、対策区分の判定、点検結果（橋梁データベースシステム）の入力
・国土交通省橋梁定期点検要領（国交省道路局）に準じて実施

◆ 破損の種類
・鋼橋 ： 腐食、亀裂、ゆるみ、脱落、変形、欠損、異常音、たわみ等
・コンクリート橋 ： ひび割れ、剥離、鉄筋露出、漏水、変形、欠損、異常音、たわみ等、剥 、鉄筋露 、 、変 、 損、 、 わ
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【参考】橋梁の点検調書
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橋梁の健全度評価
◆ 対策区分の判定

橋梁の効率的な維持・補修等の計画を立案するため、構造上の部材区分あるいは部材

◆ 補修等の必要性の判定

橋梁 効率的な維持 補修等 計画を 案するた 、構造 部材区分ある は部材
毎に、損傷の種類、損傷の状態、部位、部材の重要度、損傷の進行可能性を考慮して、
補修等の必要性と緊急性について判定する。

◆ 緊急対応の必要性の判定

安全で円滑な交通の確保、沿道や第三者への被害予防を図るため、損傷の発生してい
る部材・部位とその程度、周囲の状況を総合的に考慮して、緊急対応の必要性について
判定する。
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擁壁の点検
◆ 擁壁健全度調査 １回／５年

・近接目視による定期点検

擁壁の点検

・近接目視による定期点検
・破損状況の把握、対策区分の判定、点検結果の記録
・橋梁定期点検要領（国土交通省道路局）の橋台に準じて実施

◆ 破損の種類
・ひび割れ、剥離、鉄筋露出、漏水、変形、欠損、浮き、目地の開き等

変 形 ひび割れ

目地の開き
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地下道の点検地下道の点検
◆ 地下道健全度調査 １回／５年

・デジタルカメラにより内空（天井、側面）の破損状況等を調査デジタルカメラにより内空（天井、側面）の破損状況等を調査
・ひび割れ幅、目地の変形量等を計測

◆ 破損の種類
ひび割れ うき はく離 はく落 漏水 鉄筋露出等・ひび割れ、うき、はく離、はく落、漏水、鉄筋露出等

◆ 計測機器（羽田空港の例）

工種・種別 機器名称 規格・型式・能力・年式 単位 数量

FullCAP撮影システム  非圧縮画像録画システムFC-SCOR15-04 式 1

産業用エリアカメラ Grasshopper　200万画素 台 16

走行型画像
撮影システム

カメラ用レンズ （6～32ｍｍ）VP-LE-HC-8(予備含む） 台 20

画像記録用計算機 (録画ユニット） 台 3

ビデオライト 1kw、500w、300wﾋﾞﾃﾞｵﾗｲﾄ 台 15

 ＬＥＤライトFLOOD NEO LED(13W×6) 台 10

３Ｄレーザスキャナ  FARO-PHOTON120（ヘリカル仕様） 台 1

2Dレーザスキャナ  VT-A型計測距離：100m　50hz 台 1

ジ （ ） 台

走行型レーザ
計測システム

ジャイロ AU7428N200（MEMS） 台 1

RTK－ＧＰＳ OEM4　2周波 台 1

GPSアンテナ ANT-532 台 1

車両 トラック 4tユニック付 台 1車両 トラック 4tユニック付 台 1

その他 発電機A 60kVA（ライト用） 台 1

発電機B 3kVA（PC用） 台 1
20



共同溝の点検
◆ 共同溝健全度調査 １回／５年

・近接目視で内空（天井、側面、床面）の破損状況等を調査
ひび割れ幅 目地の変形量等を計測

共同溝の点検

・ひび割れ幅、目地の変形量等を計測

◆ 破損の種類
・ひび割れ、うき、はく離、はく落、漏水、目地金具の腐食、水たまり、鉄筋露出等ひび割れ、うき、はく離、はく落、漏水、目地金具の腐食、水たまり、鉄筋露出等

漏水、錆 天井段差

側壁ひび割れ 鉄筋露出
21



排水施設の点検排水施設の点検

◆ 雨水排水施設点検調査
・不等沈下に伴う排水勾配の変化、排水機能を調査
・集水桝の管底高の測量
・管内ＴＶカメラ撮影管内 カ ラ撮影
・流量計算、余裕高計算により排水機能を検証

管内撮影カメラ
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排水施設の点検結果（例）排水施設の点検結果（例）
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５．詳細点検について

１ 舗装の詳細点検１．舗装の詳細点検
舗装の種別、当該空港の舗装の特性等を十分に検討し、点検内容を
選定する。＜ＦＷＤ、解体調査＞

２．着陸帯の詳細点検
当該空港の特性等を十分に検討し、点検内容を選定する。
＜不等沈下調査＞＜不等沈下調査＞

３．のり面の詳細点検
当該空港の特性等を十分に検討し、点検内容を選定する。
＜地質調査、変動調査、安定性試験＞

４．排水施設の詳細点検
当該空港の特性等を十分に検討し 点検内容を選定する当該空港の特性等を十分に検討し、点検内容を選定する。
＜排水施設機能の異常の調査＞

５．構造物の詳細点検
当該空港の特性等を十分に検討し、点検内容を選定する。
＜構造物機能の異常の調査＞
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６．空港土木施設管理データベース

空港施設ＣＡＬＳは 空港施設に関連した空港整備事業 維持管理業務について

空港施設ＣＡＬＳについて

空港施設ＣＡＬＳは、空港施設に関連した空港整備事業、維持管理業務について、
ＣＡＬＳの概念を導入し、事業分野や事業主体を越えて、情報の交換・共有・活用
を図り、透明性の確保、コストの縮減、事業期間の短縮、品質の向上確保ならびに
業務 効率 と質的向 を 指すも と 成 年度から本格運 を開始業務の効率化と質的向上を目指すものとして、平成１５年度から本格運用を開始

25



空港施 Ｃ空港施設ＣＡＬＳシステム

○ポータルサイト
・空港施設ＣＡＬＳの入口
・基準、通達等の新着情報等を表基準、通達等の新着情報等を表
示

○空港施設情報管理システム○空港施設情報管理システム
・空港施設の各種情報を管理
・対象は国管理空港
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○空港施設情報管理システム(上図）
・空港ごとに点検情報や、施設台帳を港
収納、検索可能

○点検情報（左図）○点検情報（左図）
・巡回点検、定期点検結果等の点検結
果が入力されており、検索可能
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空港土木施設台帳空港土木施設台帳

施設の現況を明らかにし 円滑な管理を支援する点検施設台帳 施設の現況を明らかにし、円滑な管理を支援する
とは

施設台帳

区分 項 目

空港土木施設の概要 空港土木施設の整備沿革、整備状況、施設諸元等

空港位置図 空港平面図 形状寸法図 タ ミナル地区詳細

空

一般平面図
空港位置図、空港平面図、形状寸法図、ターミナル地区詳細
図、標識図、標識詳細図、植生等整備図、縦断図、測量成果
一覧表
舗装区分図 整備歴図 標準断面図 舗装構成図 設計条件空

港
土
木

舗装構造
舗装区分図、整備歴図、標準断面図、舗装構成図、設計条件
等、舗装目地割り図、目地構造図、グルービング図、その他図
面、数量表

排水施設 配置図 流域図 構造図 設計条件 その他図面 数量表木
施
設
の

排水施設 配置図、流域図、構造図、設計条件、その他図面、数量表

場周柵 配置図、構造図、設計条件、その他図面、数量表

現
況

消防水利施設 配置図、配管経路図、構造図、設計条件、数量表

ブラストフェンス、
置図 構造図 設計条件 数量表護岸、のり面、

橋梁、等

配置図、構造図、設計条件、数量表
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業務記録

点検
点検、調査、測量、設計、維持、修繕、試験、研究結果、

記録事項点検
とは

項目 内容

地震・異常気象データ、災害状況等を整理し記録する。
記録事項

項目 内容

事関係

維持、修繕に係る作業または工事内容
位置 範囲 構造 数量 その他

工事関係
位置、範囲、構造、数量、その他
予算科目、所要経費
測量、実施設計等の内容

除雪対象数量

除雪関係

除雪対象数量
除雪体制整備内容
予算科目、所要経費
除雪実施状況除雪実施状況

点検関係 各種点検記録および措置内容

調査・研究関係
調査・研究目的および内容ならびに成果の概要
予算科目、所要経費
参考とした文献、調査・研究事例等

その他必要な事項
過去の地震・異常気象データ（台風、集中豪雨等）
その他空港施設に関して特記すべき事項
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管理保存

１．巡回点検、緊急点検、詳細点検、定期点検に基づく点検結果を施設
の経年変化がわかるよう整理の経年変化がわかるよう整理

２．毎年経常的に実施する維持工事、滑走路等舗装の応急措置、定期
的に実施する構造物の維持（橋梁の塗装等）の経年変化がわかる的に実施する構造物の維持（橋梁の塗装等）の経年変化がわかる
よう整理

３．詳細点検、定期点検等の結果に基づき、修繕工事を実施した場合、
その破損原因 設計内容 施工方法等に関する技術的な基礎資料その破損原因、設計内容、施工方法等に関する技術的な基礎資料
を整理

４．当該空港土木施設が地震、台風等で被災した場合、最寄りの気象台当該空港土木施設が地震、台風等で被災した場合、最寄りの気象台
等のデータ、異常状況、災害状況、運航実績等を整理

５．作成は電子データとする。
６ 作成した電子デ タは 空港施設ＣＡＬＳを構成する関連デ タ６．作成した電子データは、空港施設ＣＡＬＳを構成する関連データ

ベースに保存する。
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